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掘 新 競 技 規 則 2023年度の適用 録
2023年 4月 1日 から運用について

①スローオフエリアの使用については,各 i重閉のⅥl新にFFせ ます^(継続)

②パッシブプレーの予告合図後,パスの最大回数は 4回 とします。
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狙
新競技規則

適用 初年度を終えて 惨

(公財 )日 本ハンドボール協会 競技・審将本椰
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掘 新 競 技 規 則
イ
多

主な変更は,大きく4つ

1 スローオフエリア ※新設

2 パッシブプレーの予告合図後,パスの最大回数の変更

3 ボールがゴールキーパーの頭部へ直撃した際の罰則の適用 ※新設

4 ボールサイズ (外周)について,松やにの使用の有無で分類 ※新設

猥   新 競 技 規 則 初年度   暢
1)2022年 7月 1日 より,国内今ての大会で実施すること

①ボールがゴールキーパーの頭部へ直撃した際の罰則の適用

(安心・安全な競技運営のため,国内全ての大会で運用することします。 )

②ボールサイズ (外周)に ついて,松やにの使用の有無で分類

2)2022年 7月 1日 より運用について,各藤辮の判断に任せること

①スローオフエ リア (使用する か 使用しないか)

②パッシブプレーの予告合図後,パスの最大回数の変更 (6回 または 4回 )

狙 新競技規則変更のねらい

キー嘲―ド
「よリスピ…ディ…に」「よリエキサイティングに」

「よリプレーヤーの安心・安全のために」

,2016年 リオデジャネイロオリンピック以降,ⅢFは ,60分間観衆を
魅了するスピーディーなゲーム展開を求めてきた。

・その考 え方 を,「 モダ ンハ ン ドボール」 とい う言葉で伝 え,笛に
よる載合 の 中陶r歩可能 た こヽり満 らす ための レフェ リングの工夫 に

取 り組 んで きた。

町
参 猥 新競技規則変更のねらい  軽

今回の競技規則改正により,
「モダンハンドボール」に加え,

ある
ハンドボールを展開の追求。

。その中で,多 くの得点が求められる際 ,

防御するゴールキーパーの側に立った

「字′ド、・を全 I
ゐ 才目占 歩 自ヽれn したもの

である。
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題  新競技規則適用 初年度から  修
C)『 スローオフエリアの新設』

→スローオフをするプレーヤーがボールを投げるタイミングに注意。

スローオフエリアから出ている。身体が ボールが 。

嗣
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狙   新競技規則変更のねら
い  り

今回の競技規則改正 最大のポイント

・『スローオフエリアの新設』

・『パッシププレーの予告後のパスの最大回数の変更』

まさに
「よリスピーディーに」
「よリエキサイティングに」を

競技規則に明文化したとも言える。

颯  新競技規則適用 初年度か
ら 修

⑬『スローオフエリアの新設』
・スローオフをたりながら実施できるようになることで得点後の

スローオフがよリスピーディーになった。

→スローオフをするプレーヤー以外の

位置に注意が必要。
センターラインよりも前に位置して

いる時に再開の笛を吹いている。

→スローオフをするプレーヤーがボールを

投げるタイミングに注意。
スローオフエリアから出ている。身体が…ボールが…。

颯  新競技規則適用 初年度から  修
C)『 スローオフエリアの新設』

→スローオフをするプレーヤー以外の位置に注意が必要。
センターラインよリヰ】前に位置している時に再開の笛を吹いている。

重 芳

猥  新競技規則適用 初年度から  惨
●『スローオフエリアの新設』

スローオフの完了とは…

・スローを行うプレーヤーの手からボールが離れ ,

ド
'ぅ

にボールがスローオフエ リアラインをグ也企に

,rl過 したとき。

・スローを行 うブレーヤーか らパスされたボールを ,

味方のプレーヤーがスローオフエ リアの中で触れ

た あるい
`主

ヨン トロール 1ンた >主 ‐
不正なスロー
ー相手チームのフリースロー(再開

スローオフの完了前にス
=ユ

アーが
スローオフエリアから出ているため

狙 新競技規則適用 初年度から
,蓼

C)『 スローオフエリアの新設』
スポーツマンシツプに反する行為
①

②
■
③
旧

正しい位笹にスコアーがたったため レフェリーは
スローオフの価を吹いた。

その後、近くを通つた相手チームのブレーヤーにボー

ルを投すて、あたかもスローオフを邪魔されたかのよ

うに見せかけた,

(ボールを投 ヂた′七に味方のアレーヤーはいない.)

―スローオフをしたノレーヤーを,「、1場をする.
m千チームのフリースローで再開する,
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猥  新競技規則適用 初年度から  警
○『パツシアプレーの予告後のパスの最大回数の変更』

パスの回数の力 1ク ント  …
Ⅲ…ル1出 ,

15

狙
D3 ′1スのa大田機に日して

蓼パノンアプレー(',,帝台画の機, レフェリーが夕
'ロ
チームに対し, フリー

ス,―やスローインを目たした4らば, パスの節数をカウントしない。

バス々ンュートカ〔訪

"側
ブレーヤーにアロッタされ, そしてポールがいび攻●

",―
ムに戻つたならば (了―ルキーパース耳―になった4企も含む). ′`ス

の画戦のカウントを縦整する (■44を ,照 )。

Dab 4日 EOJ(ス 0と
, 歿91円チームにワ)―スロー, スローイン (も しくはゴールキーバース翠―)

が, ■働l,′ tスの段に与えられたならば, 攻●樹アームにIよ攻●を完了きせる

ため

',と

I回のパスカ〔洋される。

・ 4劇のパスの後に
'つ

たシユートが助
"白
チームにアロックされ, そのポール

が直憤狭申側ノレーヤーに戻つたならば, もしくfiサイドラインやゴールライ

ンから"― 卜赤 1ヽ11た な
らは, 攻rロテームには攻FをえTさ せるため, あと
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題   新競技規則変更のねらい  軽
○『パツンアプレーの予告後のパスの最大回数の変更』

パッシブプレーの予告後のパス

の最大回数が 6回から4回に変更
されることによつて,

攻撃側は早くシュートをねらえる
局面まで組み立てる必要がある。

→よリスピーディーな展開ヘ

狙  新競技規則適用 初年度から  警
C)『 パツシププレ…の予告後のパスの最大回数の変更』

予告合図を示すタイミング

・フリースローの直後は示さない。
→フリースロー後のパスを2～ 8回は見る。

・ボールを所持している選手が明らかな時に示す。
→空中にある時だと、1回 目がはつきりしない。

・『あげます !』 などの声かけは有効 !

→攻撃・防御双方にとつて、分かりやすく誤解を招かない。

『 1・ 2・ 3.“』『次が2回 目 !』

■―田Hの,1ユ
=て

題 1蓼

4 EBの ′ヽスの●

猥
:蓼

4搬( 弾 司Ⅲ

|ぷ

…ルをやャンチ
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猥  新競技規則適用 初年度から  惨
「 }『
パツシアプレーの予告後のパスの最大回数の変更』

善
甲

a

予告合日の後、 5回 バスをしている。
―シュー トの前にパッシアブレーの

判定が正しい。

予告合図をするタイミング
ー『あげます|』 と言つているが,
ボールの所持がより明確なH寺にあげる

と良い。

狙  新競技規則適用 初年度から  掻
☆その他 パツンブプレーに関わつて

轍
予告谷図の後、DFの ファールを許容して

しまうケース (ブレーを流してしまう)
に注意 !

一攻撃l「 にフリースローの判定が正しい。

予告合図の後、パスを 9日 行つたところ
でフリースローの判息 攻撃側チームは、

直接のシュー トを選択。
→フツースローでDFの顔面にボールを
ぶっけたため、夫格とする。
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題   新競技規則変更のねら
い  場

シュー トを安易にねらえない心理的な歯止めとなるとともに ,

ゴールキーパーの頭部にポールをぶつけないようにシューターには回避義務

があることを明文化したとも言える。

C)『 ボールがゴールキーパーの頭部へ直撃した際の罰則の適用』

今回の改正によつて,従来の 7mス ローの時の失格
の適用に力日え, コー狂±一ノく=上

1対 lσ)状 ,)|で ,

ゴールキーパーの頭部ヘボールが直撃 した場合 ,

2分‖〕退場の適用 とい う選択肢が増えることになる。

シューターにとつて,コールキーパーの頭部付近へ

Д

基〕

よぃヽ
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狙   新競技規則変更のねらい  修
C)『 ボールがゴールキーパーの頭畜Hへ 直撃した際の罰則の適用』

従来は,ゴールキーパーの頭部ヘボールをぶつける行為について ,

7mス ローの時のみ失格を適用するかどうか
の判断 しかできなかつた。

ス ピーディーな展開が繰 り広げられていく

中で,里4然 なが ら得点機会 く)多 くなる。
ゴールキーパーヘの負担 もこれまで以上に

考慮 していかなくてはならない。

狙   新競技規則適用 修正   修
●『ボールがゴールキーパーの頭部へ車撃した際の罰則の適用』

どのカテゴリーモ)適用 したが,想像 していたよりも多い事象が起きた。
それだけ ,CKは 危険にさらされている状況で,改正の必然性を感 じた。

※昨 4F度 ,通達の内容をli度 途 中に ll夕 正・追加 した筒所の確認。

『明らかなシュートチャンスの状況で』
↓

シュー トの局 i面をより明確な表現にするため。

ラインクロス,オーバーステ ップでボールの所持が
変わる判定後のシュー トも含まれる。
恥

2° と聖ちW tt  H

題   新競技規則適用 修正   惨
C)『 ボールがゴールキーパーの頭部へ直撃した際の罰則の適用』

※昨年度 ,通達の内容を年度途中に lド 正・ lL加 した筒所の l存認。

■ 2。 鵠品WT田 馬

蝿 醒 魯

『ゴールキーパーの頭部に直撃』
↓

1自加 :ゴールキーパーの『蝉

いわゆるiぅ 1面iを含めた頭訥∫と解釈する。
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猥  新競技規則適用 初年度から  修

HIIttHHほ ] 
二追磐定

H 二亀ら宮崎選吾そζtti、

孤 鞠 監
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園   新競技規則適用 修正   修
C)『 ボールカiゴ ールキーパーの頭部へ直撃した際の罰則の適用』

※昨年度,通達の内容を午皮途中に修正・迪加 した筒所の確認。

変更前 :『罰員1を適用しない場面の例』右側の場面

↓

皿止右側の場面

※IHFか らの追加の情報から,

ボールの方向へ動くことの解釈は ,

『頭 m∫のみをボールの方向
へ動かすこと』ととらえ

※正しくは,左側の例は罰則を適用 しない。右側の例は罰則を適用する。

颯   新競技規則適用 修正   修
C)『 ボールがゴールキーパーの頭ヨBへ直撃した際の罰則のこ用』

※昨年度,通達の内容を年度途中に修正・追加 した筒所のれを認。

鞠差■髯i
ボールの方向へ動くことの解釈は,

『プlim`のみをボールの方向へ動かすこと』ととらえる。

号
で

頭部にポールが直撃すれば、罰則を適用するということ。

ゴールキーパーの埜埜塑堕望廼Ⅲ壁企二

掘  新競技規則適用 初年度から  修
○『ボールがゴールキーパーの頭ヨBへ 直撃した際の罰則の適用』

コートレフェリーとゴールレフェリーの共同作業
ゴール レフェ リーが近す ぎる、またはGKの背中によつて
GKの頭部にシュー トされたボールが直撃 したかどうか

見えにくいナ″身合がある。
→ヨー トレフェ リーの位置の方が、上か ら (正 面から)

見えやすいため、サポー トしていく。

題  新競技規則適用 初年度から  修
ゴールキーパーの頭部にボールが直選したことに針する判断基と

ゴールキーパーと 1対 1の 状況で,た とえディフェンスに接触されたとしても

ボールと体をコン トロールで主ていれば (PIay on:競技の継統とレフェリーが

判断),シ ュー トしたプレーヤーに罰則を適用する。

猥 新 競 技 規 則 2023年度の適用 修
2023年 4月 1日 か ら (1自 カロ葺事項 )

スローに関して

15の 1             2つのクリップ映l夕ともスぼ―のやり直しが正しい。

【注】 スロー (ゴールキーパースローを除く)を 実施する前に,
スローを行うプレーヤーは.立 っていなければならない^立つとは,

『
以
'卜

の身体の部位が床に舶れてはならないことを煮峡する。

手
||

|

5
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